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IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000

MXD4

MXD4; BHLHC12; MAD4; Max dimerization protein 4; Max dimerizer 4; Class C basic helix-
loop-helix protein 12; bHLHc12; Max-associated protein 4; Max-interacting transcriptional
repressor MAD4
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	この遺伝子はMAD遺伝子ファミリーのメンバーです。MAD遺伝子は、MAXタンパク質とヘテロ二量体を形成し、転写抑制複合体を形成する、基本的なヘリックス-ループ-ヘリックス-ロイシンジッパータンパク質をコードします。MADタンパク質はMYCとMAXの結合を競合し、MYCはMAXとヘテロ二量体を形成し、転写活性化複合体を形成します。げっ歯類を用いた研究では、MAD遺伝子は腫瘍抑制因子であり、分化組織における細胞増殖の調節に寄与することが示唆されています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：転写抑制因子。MAXと結合し、コア配列5'-CAC[GA]TG-3'を認識する配列特異的DNA結合タンパク質複合体を形成します。 MAXと競合することでMYCの転写活性を拮抗し、MYC依存性細胞形質転換を抑制する。,類似性：1つの基本ヘリックス・ループ・ヘリックス（bHLH）ドメインを含む。,サブユニット：効率的なDNA結合には、別のbHLHタンパク質との二量体形成が必要である。MAXとヘテロ二量体としてDNAに結合する。SIN3AおよびSIN3Bと相互作用する。RNF17と相互作用する。,
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	MAD4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

